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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、革新的な中小企業に焦点を当て、ビジネス・ネットワークの形成や管理の仕
方が企業の革新性や知識の蓄積にどのように影響するのかを明らかにすることにあった。また、
本研究を通じて、革新的な中小企業が外部企業のもつ資源や能力をどのように動員し、活用す
るのか明らかにしたいと考えていた。革新的な中小企業に特徴的なことは、取引関係にある大
企業や研究機関の資源や能力を主体的に活用し、それらを内部の資源や能力にうまく結合させ
ていることであった。そのために、特定の大企業との安定的な強い関係を維持しつつ、分野の
異なる企業や研究機関との弱い紐帯も重視していた。また、中小企業の革新性やネットワーク
形成は、経営者のもつ能力など属人的要素に大きく左右されることも本研究を通じて観察され
たことであった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research was to explore how inter-organizational network 
formation and management of innovative small and mid-sized enterprises (SMEs) 
influenced their innovativeness and knowledge accumulation. In addition, I was 
interested in how innovative SMEs mobilized and utilized resources and capabilities of 
organizations the SMEs transacted with. My research showed that the innovative 
SMEs I focused on tended to utilize resources and capabilities of their partners in 
proactive ways, and to combine these outside resources and capabilities with resources 
and capabilities within the SMEs in creative and productive manners. In order to 
achieve that, the SMEs also tended to build strong relationships with a few major 
firms the SMEs had partnerships with, while they had weak ties with firms in 
different industries and/or research institutes. Through the research, it was also 
observed that innovativeness and network formation of the SMEs depended on 
personal capabilities of the top managements. 
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１．研究開始当初の背景 

 有用な知識や技術が規模を問わず多くの企
業に分散し、もはや自前主義では効果的なイ
ノベーションが難しくなっている昨今、企業
はイノベーション・プロセスを社外に向けて
オープンにすべき（つまり、社外のアイディ
アや技術を取り入れ、また活用されていない
社内のアイディアや技術を公開すべき）とす
るオープン・イノベーションの考えが注目さ
れている(Chesbrough, H. W. [2003] Open 
Innovation: The New Imperative for 
Creating and Profiting from Technology, 

Harvard Business School Press)。今や自社
以外の組織とのビジネス・ネットワークを適
切に構築することなくして効果的なイノベ
ーションは困難である。このことは、大企業
に比して資源が豊富ではない中小企業に特
に当てはまる。ビジネス・ネットワークの形
成や管理の仕方は中小企業のイノベーショ
ンの達成に大きな影響を与えるであろう。そ
の意味では、中小企業のネットワーク形成に
興味深い現象がみられると考えた。 

 小規模企業が大規模企業に比してイノベ
ーションを生み出す上で有利であると主張
する研究がいくつかある。たとえば、ある研
究は組織におけるエージェンシー・コストや
インセンティブの観点から、イノベーション
に関して小規模企業の優位性を説明してい
る。また別の研究は、イノベーションにはス
ピードの経済が重視されるので、大規模で硬
直的な組織よりも小規模で柔軟な組織の方
が適していると主張している。しかし、小規
模企業であれば、イノベーションに優れてい
るのであろうか。本研究における問題意識は、
イノベーションを生み出す中小企業とそう
でない中小企業との間にはどのような違い
があるのかにあった。そして、本研究では、
中小企業のイノベーションに大きな影響を
与える要因の一つとして、それらの企業のビ
ジネス・ネットワークの形成の仕方と外部資
源の活用の仕方に焦点を当てた。 
 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、イノベーションを生み出
す中小企業のビジネス・ネットワークに関す
る理論的・実証的分析を行なうことにあった。
イノベーションのプロセスを革新的アイデ
ィア・技術の創出とそれを用いた新製品・サ
ービスの事業化という２つのプロセスに分
けるとすれば、本研究の対象は主に後者にあ
った。 

 新製品や新サービスの事業化に際して、組
織の内外にある必要な資源・能力の動員を如
何に行なうかが重要となる。本研究は、革新
的な中小企業がどのように取引関係のネッ
トワークを形成するのか、そしてそのネット
ワークにおいて如何にして各企業の資源・能
力が動員され、役割分担が決定されるのかと
いうコーディネーション問題に焦点を当て
た。 

本研究において、革新的な中小企業とそう
でない中小企業との間には、ビジネス・ネッ
トワークの形成の仕方と外部資源の活用の
仕方に違いがあると仮定していた。本研究は
それがどのように異なるのかを明らかにす
ることを目的としていた。 

 

 

３．研究の方法 

 本研究では、革新的な中小企業がどのよう
に取引関係のネットワークを形成し、どのよ
うに外部資源を活用しているのかを明らか
にしたいと考えていた。その場合、望ましい
研究の方法はケース・スタディと考えられた。
いくつかの基準から、革新的と思われる中小
企業を抽出し、ケース分析のためのデータを
蓄積した。 
 リサーチ・デザインの開発、データ収集、
データ分析に関しては、R. K. Yin のケース・
スタディの方法に依拠した (Yin, R. [1984], 
Case study research: Design and methods 
(1st ed.). Beverly Hills, CA: Sage 
Publishing; [2003] Applications of Case 
Study Research (2nd ed.). Thousand Oaks, 
CA: Sage Publications)。 
 
 
４．研究成果 
 革新的な中小企業に特徴的なことは、大企
業や研究機関の資源や能力を主体的に活用
し、それらを内部の資源や能力にうまく結合
させていることであった。そのために、特定
の大企業との安定的な強い関係を維持しつ
つ、分野の異なる企業などとの弱い紐帯も重
視していた。 
 中小企業は大規模企業に比して、資源が豊
富ではないので、どの中小企業も必然的に外
部資源に大きく頼らざるをえない。ただ、革
新的な中小企業の場合、大企業に一方的に依
存するのではなく、大企業から共同開発のパ
ートナーとして見なされていることが多か
った。そのために、コアとなる模倣困難な何
らかの技術をもっていた。 



 

 

 対象の革新的な中小企業は共同事業・共同
研究のパートナーとして大企業や研究機関
との安定的な強い関係を維持しながら、一方
で、業界や通常の取引関係を越えた関係、い
わゆる弱い紐帯も重視していた。これらの企
業はインフォーマルな形での共同研究や勉
強会などを通じて、既存の安定的な取引関係
を越えたネットワーク形成に努めていた。 
 これらの研究成果については、国際学会で
の研究報告を行なった。ある学会では、イギ
リスのベンチャー企業に関する研究を行な
っている研究グループが同様の研究結果を
報告していた。彼らとの意見交換などを行な
うことができた。 

また、中小企業の革新性やネットワーク形
成は、経営者のもつ能力など属人的要素に大
きく左右されることも本研究を通じて観察
されたことであった。研究対象となった中小
企業の経営者の多くは、優れた技術者や研究
者もしくはカリスマ性をもった経営者であ
った。こうした経営者の属人的要素が中小企
業の経営にどのように影響するのかについ
て研究を継続していきたいと考えている。 
 本研究で得られた研究成果は、こまめに国
際学会などを通じて外部に向けて発信する
ことに心がけた。国際学会での研究報告は研
究期間中、年３・４本のペースで行なった。
国際学会を通じての海外の研究者との交流
は、本研究の精緻化と発展に大きく寄与した。 
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